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この度, 2011年10月28-3-0日に
中国∴上海で開催された第7回アジ
ア補綴歯科学会(Asian Academy of
Prothodontics : AAP)にて, Poster Pre-
sentation Awardの第1位を受賞しま
した｡予期せぬ賞を頂き上海蟹ならぬ
泡を食った次第です｡
本研究では, RPDの装着およびメ
インチナンスケアの有無が残存歯の歯
周組織の状態に与えろ影響を明らかにするため, RPD装着
後のプロフェツシヨナ)レケア有無の相違による残存歯の歯周
組織の経時的変化を縦断的に観察し統計学的に分析しまし
た｡
平成8年から平成17年までにRPDを装着し,約5年が
経過しだ患者108名をリコール調査したなかで　RPDを継
続使用しメインテナンスケアを受けた,患者34名を対象とし
ています｡リコール調査までの間に1年に4回以上のメイ
ンテナンスケアを経験した,患者群14名の135歯の残存歯,
リコール調査までの間に1年に3回以下のメインテナンス
ケアを経験しだ患者群20名の185歯の残存歯について後ろ
向きコホ-ト研究にて比較検討を行いました｡調査項目は,
支台歯および非支台歯についてRPD装着時とリコール調査
時における1) 0'LeaVのPiaque Contro一 Record, 2)歯周ポ
ケット深5,3) MiiIerの動揺度,4)歯槽骨吸収度としました｡
その結果, PCR,ポケット深さ　動揺度および歯槽骨吸収
度をRPD装着時とリコー)レ時で比較すると,メインテナン
スケアが年4回以上の群の支台歯においては4項目とも有
意な変化は観察されず,非支台歯ではポケット深さおよび動
揺度が改善していました｡一万, 3回以下群の支台歯におい
てはPCR,ポケット深さおよび歯槽骨吸収度が有意に悪化
し,非支台歯ではPCR,ポケット深さおよび歯槽骨吸収度
が有意に悪化し,動揺度のみが改善していました｡すなわち,
メインテナンスケアが年4回以上の群では支台歯歯周組織
の健康維持に有効であることが明らかになりました｡
また,参考文献に示すように,他にも10年間という長期
にわたる調査から｢RPD使用状況と患者ならびにRPDの多
様な因子および満足度との関連｣など一連の研究成果は,
RPD補綴治療における残存歯の保全および口腔健康を維持
に対する戦略的指針になるものと思われます｡
最後に今回の受賞にあたり,ご指導をいただきました口腔
システム補綴学分野佐々木啓一教授をはじめ当分野教室員各
位にあらためて深く感謝を申し上げます｡
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